
 

 

 

 

 
 

 
 

受賞団体評価ポイント 
  

 
 
 
 

総 務 省

一般財団法人自治体国際化協会

 

 
 

第 18 回 

自治体国際交流表彰 

（総務大臣賞 2024 年） 

「受賞団体評価のポイント」は、令和６年２月に実施された「第 18 回自治体国際交流表彰」の審

査委員会において、受賞団体に対する各審査委員のコメントをまとめたものである。 



 
 
 
 

 

 

≪評価のポイント≫ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お問い合わせ先 

公益財団法人 兵庫丹波の森協会 協会事務局 

住所：〒669－3309 兵庫県丹波市柏原町柏原 5600 番地 

電話：0795-73-0933  FAX：0795-72-5164  

E-mail: koen15@tanba-mori.or.jp 

 URL ： https://www.tanba-mori.or.jp/kyoukai/ 

 丹波の森づくりを担う人材育成を目的とした訪問団派遣事業、オ

オムラサキの飼育支援事業、さらには音楽祭の実施と、独自性、

テーマ性をもった事業が「兵庫丹波の森協会」を中心に 30 年近く

継続されてきたことを評価したい。 

 森を軸にオオムラサキの飼育支援事業と音楽祭の交流など、科学

と芸術とタイプの違う複数分野を通じた交流を行っている点が評

価できる。 

 森でつなぐ国際交流を多年にわたり積み重ねてきたことで、地域

文化だけでなく地球環境問題という共通課題にも目を向けた取組

になっていることが伺え、優れた例と評価できる。 

 森の文化による地域づくりというテーマ、丹波地域が一体となっ

た広域的な取組に先進性、独自性を感じる。住民も巻き込んだ 30

年にわたる交流活動が、丹波の地域づくり活動に繋がっているこ

とも高く評価したい。 

公益財団法人 兵庫丹波の森協会（兵庫県） 

(交流先：ウィーン市 13 区ヒーツィング地区（オーストリア）) 

2013 年友好親善提携 20 周年 
ウィーン市オオムラサキ飼育支援交流事業. 

平成 29 年(第 22 回)ウィーン市 13 区 
親善訪問団 



 
 

  
 
 
 

≪評価のポイント≫ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

和歌山県 

（交流先：マハラシュトラ州（インド共和国）） 

 インドとの自治体交流に先進性、独自性を感じるとともに、他自治

体も積極的に巻き込み、フォローしながら交流を進めるなど、日本

のゲートウェイとしての役割を担っている点について、優れた機能

を持った交流事業であると評価できる。 

 それぞれの自治体同士が交流を深めていくという従来型の交流を

超えた、ワンストップ型の交流の在り方は、今後の自治体交流の在

り方に一石を投じるものと期待できる。 

 観光、農産品、食品加工といったビジネス寄りの交流だけでなく、

スポーツや青少年交流など県民レベルで広がりのある交流が行わ

れている点も評価できる。 

 交流期間は 10 年と比較的新しい交流であるが、インドとの交流事

例は必ずしも多くない中、青少年、ビジネス、スポーツなど交流分

野を広げてきており、その新規性、総合性といった点において、県

の交流事例として高く評価できる。 

お問い合わせ先 

和歌山県企画部国際課 

 住所：〒 640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１丁目１番地 

電話：073-441-2061  FAX：073-433-1192  

E-mail: e0223001@pref.wakayama.lg.jp   

URL: https://www.pref.wakayama.lg.jp/ 

2023 年 2 月の覚書締結 10 周年記念式典の様子 スポーツ、青少年分野（レスリング）での 
交流の様子 



  
 
 

 

 

≪評価のポイント≫ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 人口減少という、日本の自治体が共通して直面する課題解決のツ

ールの一つとして国際交流事業を活用している点は、他の自治体

の範となる。 

 町民と村民の相互訪問による交流、バリ島の市町村からの技能実

習生の受け入れを主とした民間交流から、近年はインドネシアの

伝統楽器を通した文化交流、さらには特産品の開発をめぐる経済

交流へと交流の幅を拡大している点も評価できる。 

 技術研修員や高校生の交流など民間の交流から文化交流・経済交

流に広がっている点からも、草の根からしっかりした交流ができ

ていると評価できる。 

 30 年にわたる長期の交流を続けていることに加え、国際交流を関

係人口拡大や移住に繋げるという取組はこれまでになかった観点

であり、先進性・独自性の観点から、また、地域の活性化に資す

る効果を挙げているという点においても高く評価できる。 

美郷町（島根県） 

（交流先：バリ州ギャニアール県ウブド郡マス村（インドネシア共和国）） 

お問い合わせ先 

美郷町役場 企画推進課 バリの町室 

住所：〒699-4692 島根県邑智郡美郷町粕渕１６８番地 

電話：0855-75-1924 FAX：0855-75-1218 

E-mail: kikaku_sec@town.shimane-misato.lg.jp 

URL：https://www.town.shimane-misato.lg.jp/ 

友好協定 30 周年記念式典（マス村） ガムラン楽団・舞踊団「ミサト・サリ」の様子 


